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　台湾の故宮博物

院は、９月７日か

ら嘉義県の南院で

特別展「万国津梁

：東アジア海上の

琉球」を開催する。

台湾で初めて数百

年の「琉球王国」の

歴史・文化を展示する。

　県特別支援

学校中学部総

合文化祭が開

幕した。５年

ぶりの本格開

催で、今回注

目すべきは、

県内�の特別

支援校中学部

と浦添工業高

の生徒たちが

共同制作した

作品だ。

　米大統領選から撤

退したバイデン大統

領の推薦を受けたハ

リス副大統領は、民

主党候補の指名獲得

に必要な過半数の代

議員からの支持を確

保し、党候補指名を

確実にした。

　
台
風
３
号
の
影
響
で
一

部
地
域
は
配
達
遅
れ
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
配
達
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
電
話

（０
１
２
０
）３
９
５
０
６

９
（
午
前
９
時
半
～
午
後

５
時
半
）
。
琉
球
新
報
社

ブルーシール牧港本店のリニューアルオープンを祝う
関係者ら＝�日、浦添市牧港の同店

　琉球新報社は、パリ五輪に

出場する県勢選手らの取材の

ため、フランスに古川峻記者

（暮らし報道グループ運動班）

＝写真＝を派遣しました。�

日から８月�日まで、主に県勢５人が出場

する重量挙げや自転車ロードレース、サッ

カーなどの取材に当たります。

　パリ五輪には重量挙げの宮本昌典、自転

車ロードレースの新城幸也、サッカーのＧ

Ｋ野澤大志ブランドン、母が石垣島出身の

水球男子のＧＫ棚村克行、父が豊見城市出

身のアーティスティックスイミングの比嘉

もえの５人の県勢が出場します。

２０２４年７月�日

　
高
橋
治
さ
ん
の
小
説
「
星
の

衣
」
は
沖
縄
の
伝
統
織
物
に
生

涯
を
か
け
る
２
人
の
女
性
を
描

く
。
う
ち
１
人
は
八
重
山
上
布

の
復
元
に
挑
ん
で
い
る
。
高
橋

さ
ん
は
沖
縄
の
織
物
の
中
で
も

上
布
を
好
ん
だ
▼
上
布
に
関
す

る
高
橋
さ
ん
の
随
筆
が
本
紙
に
載
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
八
重
山
上
布
の
第
一
人

者
で
あ
る
新
垣
幸
子
さ
ん
の
作
品
を

「
ぼ
う
ぜ
ん
と
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
明

る
さ
が
あ
る
。
白
保
の
珊
瑚
礁
に
代
表

さ
れ
る
海
の
色
を
作
品
に
う
つ
し
替
え

た
と
思
う
ほ
ど
」
と
た
た
え
た
▼
国
の

文
化
審
議
会
が
新
垣
さ
ん
を
人
間
国
宝

に
認
定
す
る
よ
う
答
申
し
た
。
伝
統
的

技
法
の
体
得
、
高
い
芸
術
性
が
評
価
さ

れ
た
。
琉
球
王
国
時
代
の
八
重
山
上
布

を
調
査
し
、
当
時
の
技
法
を
復
活
さ
せ

た
こ
と
も
大
き
な
功
績
だ
▼
先
日
、
新

垣
さ
ん
の
近
作
を
見
た
。
白
い
布
地
に

施
さ
れ
た
模
様
は
濃
淡
の
あ
る
緑
色
。

涼
や
か
で
芽
吹
き
を
思
わ
せ
た
▼
沖
縄

は
「
染
織
王
国
」
と
称
さ
れ
る
。
交
易

に
よ
っ
て
築
か
れ
た
多
様
な
文
化
と
と

も
に
、
人
頭
税
と
い
う
過
酷
な
税
制
の

貢
納
品
と
し
て
八
重
山
上
布
が
生
産
さ

れ
た
歴
史
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
新

垣
さ
ん
は
そ
の
歴
史
の
上
に
立
ち
、
沖

縄
の
染
織
文
化
を
切
り
開
い
て
き
た
。

◆全国の天気、あすの風向・波高・風速、ＰＭ２．５は３面
◆各地の日出・日入、潮汐情報、きのうの天気は�面

　
フ
ォ
ー
モ
ス
ト
ブ
ル
ー

シ
ー
ル
（浦
添
市
、村
上
琢

磨
社
長
）
は
�
日
、
浦
添

市
牧
港
の
国
道
�
号
沿
い

に
あ
る
本
店
を
１
年
４
カ

月
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
。
店
舗
面

積
は
従
来
の
１
・
５
倍
に

拡
充
。
店
舗
は
花
ブ
ロ
ッ

ク
や
琉
球
石
灰
岩
な
ど
沖

縄
ら
し
い
素
材
も
使
い
つ

つ
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
な
ど

を
用
い
た
「
古
き
良
き
ア

メ
リ
カ
ン
ダ
イ
ナ
ー
」
を

基
調
に
し
た
造
り
と
な
っ

て
い
る
。
（５
面
に
関
連
）

　
店
舗
で
は
全
�
種
の
ア

イ
ス
に
加
え
、
ア
ッ
プ
ル

パ
イ
に
ア
イ
ス
を
載
せ
た

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
ア
ラ
モ
ー

ド
も
新
発
売
し
た
。
年
間

�
万
人
の
来
客
を
見
込

む
。
県
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
対
応
し
、
初
の
取

り
組
み
と
し
て
ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
も
設
け
た
。

　
�
日
は
開
店
前
か
ら
多

く
の
客
が
並
ん
だ
。
浦
添

市
か
ら
来
た
小
禄
美
由
紀

さ
ん
（�
）は
「
子
ど
も
の

頃
か
ら
家
族
や
友
達
と
来

た
り
、
自
分
へ
の
ご
褒
美

で
来
た
り
し
た
の
で
開
店

が
楽
し
み
だ
っ
た
。
本
店

は
他
の
店
と
は
違
う
雰
囲

気
が
あ
る
。
地
元
だ
け
ど

地
元
じ
ゃ
な
い
、
観
光
客

の
気
分
に
も
な
れ
る
」
と

話
し
た
。

　
「１
番
乗
り
」は
福
岡
県

か
ら
訪
れ
、
開
店
３
時
間

半
前
の
午
前
７
時
半
か
ら

並
ん
だ
�
代
男
性
。
「
沖

縄
に
来
る
た
び
に
本
店
に

来
て
い
た
。
店
の
造
り

と
、
沖
縄
に
し
か
な
い

味
、
豊
富
な
種
類
が
好

き
。
福
岡
で
も
も
っ
と
出

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。
男
性
に
は
ア
イ
ス
１

年
分
の
景
品
が
授
与
さ
れ

た
。

（
島
袋
良
太
）

　
相
次
ぐ
米
兵
性
的
暴
行
事
件
を
受
け
、
再
発
防
止
策
の
一
環
と
し

て
在
日
米
軍
司
令
官
が
�
日
に
県
警
と
の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

す
る
意
向
を
示
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
県
警
側
に
米
軍
側
か
ら
パ
ト

ロ
ー
ル
に
関
す
る
連
絡
が
な
い
こ
と
が
�
日
、
県
警
へ
の
取
材
で
分

か
っ
た
。
司
令
官
が
新
た
に
創
設
す
る
と
示
し
た
協
議
枠
組
み
の
構

成
員
と
し
て
明
示
さ
れ
た
県
に
も
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
連
絡
は
な

い
と
い
う
。
見
切
り
発
車
で
の
発
表
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
、
地
元
意
向
に
配
慮
を
示
さ
な
い
在
日
米
軍
の
姿
勢
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
格
好
だ
。

（２
、�
面
に
関
連
）

　
大
型
で
強
い
台
風
３
号

は
�
日
午
後
６
時
時
点

で
、
沖
縄
の
南
に
あ
り
、

１
時
間
に
お
よ
そ
�
㌔
の

速
さ
で
北
へ
進
ん
で
い

る
。
中
心
の
気
圧
は
９
６

５
�
�
、
中
心
付
近
の
最

大
風
速
は
�
㍍
、
最
大
瞬

間
風
速
は
�
㍍
で
、
中
心

か
ら
半
径
１
１
０
㌔
以
内

で
は
風
速
�
㍍
以
上
の
暴

風
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
�
面
に
関
連
）

　
台
風
は
発
達
し
な
が
ら

沖
縄
の
南
を
北
上
し
、
�

日
か
ら
�
日
に
か
け
て
非

常
に
強
い
勢
力
で
先
島
諸

島
に
接
近
す
る
見
込
み
。

最
接
近
予
想
時
間
は
宮
古

と
八
重
山
で
�
日
午
前
６

時
～
午
前
９
時
、
与
那
国

で
同
日
正
午
～
午
後
３
時

と
な
っ
て
い
る
。
沖
縄
気

象
台
に
よ
る
と
、
一
部
の

住
家
が
倒
壊
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
猛
烈
な
風
が
吹
く

所
が
あ
る
見
込
み
。

　
一
方
、
本
島
中
南
部
と

北
部
で
は
、
�
日
の
日
中

か
ら
雨
雲
の
発
達
程
度
に

よ
っ
て
は
警
報
級
の
大
雨

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発

表
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。
�
日
午
後
６
時
ま
で

に
予
想
さ
れ
る
�
時
間
雨

量
は
多
い
所
で
１
２
０
㍉

と
な
っ
て
い
る
。

　
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
先

島
地
方
の
住
民
、
観
光
客

に
向
け
「
食
料
や
飲
料
水

の
確
保
、
飛
ば
さ
れ
そ
う

な
物
の
固
定
な
ど
の
台
風

対
策
を
お
願
い
し
た
い
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
。
（中

村
優
希
、
吉
田
健
一
）

　
県
警
で
国
際
関
係
事
案

の
調
整
な
ど
を
担
う
刑
事

企
画
課
の
担
当
者
に
よ
る

と
、
�
日
夕
ま
で
に
、
米

軍
側
や
日
本
側
の
関
係
機

関
か
ら
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

に
つ
い
て
連
絡
は
な
い
。

連
絡
が
な
い
た
め
、
発
表

さ
れ
た
パ
ト
ロ
ー
ル
の
詳

細
は
不
明
だ
と
し
て
い

る
。

　
県
警
と
米
軍
に
よ
る
合

同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
巡
っ
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
県
警
本

部
長
が
複
数
回
に
わ
た
っ

て
身
柄
確
保
に
関
す
る
地

位
協
定
上
の
理
由
な
ど
を

示
し
て
「
容
認
で
き
な

い
」
と
県
議
会
で
答
弁
し

て
い
る
。

　
米
軍
側
が
新
た
な
意
見

交
換
の
場
の
創
設
を
提
案

し
た
�
日
、
県
は
「
事
件

し
ん

し

の
再
発
防
止
に
真
摯
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
の
表

れ
だ
」
（
玉
城
デ
ニ
ー
知

事
）
と
評
価
し
た
。
だ

が
、
�
日
に
な
っ
て
も
、

当
事
者
と
な
る
県
に
は
詳

細
な
説
明
は
な
い
と
い

う
。
県
は
、
具
体
的
な
内

容
の
速
や
か
な
提
示
を
求

め
て
い
る
。

　
在
日
米
軍
司
令
官
の
リ

ッ
キ
ー
・
ラ
ッ
プ
中
将
は

�
日
、
在
日
米
軍
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
声
明
を
発
表

し
、
「
沖
縄
で
地
元
警
察

と
の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を

開
始
す
る
こ
と
を
目
的
」

と
し
た
、
米
軍
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
強
化
を
行
う
方

針
を
示
し
た
。

　
日
本
政
府
や
県
、
地
域

住
民
な
ど
と
連
携
し
た
新

た
な
「
意
見
交
換
の
場
」

の
創
設
も
表
明
し
て
い

た
。
（
大
嶺
雅
俊
、
知
念

征
尚
）
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